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練床植栽 (Brikettpflanzung)に就て

人工植栽に當って、當初は何處でも大苗と云ふ觀念で終始せら 

れ. 次第に トドマツやエゾマツの小苗も取扱ふ樣な趨勢になう. や 

が て は 人工播種が もつと 一般的 に行はれ て楽る 事は、天然更新の成 

果を収めると共に必然的に生じて楽る こ とてあ ら 5。

人工播種は大粒種子ナラ類、オニグルミ、クリ類等に對しては從 

來共施行せられた處であるが、是れも展々野鼠の被害等に惱まさ 

れ、一般には危險視され勝であつた。殊に小粒種子は、気象状況や 

他の生物的 な四子と 複雑な 關係 にあつて、 袋芽間 も なく 消失 する 乙 

と の多レ、ため に手控へ られる のてあ る。然しながら各々 の樹種は極 

力その種族の數を増加しやうと腐心してるし、■その生涯の或時期に 

は競に よ つて生活して居 り、各時代又は或る 周期的の時期には必 

ず或種の破壊が老若何れの上に も 加へられる のであって、そこに幾 

ら かの 妨害力 を輕減 し、何れほど小さい力ても、その破壊 を 緩和 し 

C見る 時、そ の種類の數は殆ん ど直 ぐに 増加 して 來 る の て、、 ある か 

ら、人工播種に當って も、是等生態的事項を考慮に入れて、樹種に 

Mじ: 時と處によって處置して行けば、成林が可能なのである。
殺に是等人工播種定成への一階段と して、又特殊な樹種の人工播 

種及び特殊地方 に對 する 人工植栽 に對する 便宜 な. 合理的 な方法 と 

して、發芽造林又は一年生の稚苗乃至「所訓小苗」の練如植栽,行 

ふ乙 との便益を考慮に入れたい。

練床植栽 と は一種の Briksettpflanzung (Brinnett planting) であつて、 

鉢附植栽 を變型 した ものである。勿論期う した植栽形式は古來行は 

れな事てはあるが、費川を多分に耍すると云ふ考から、一般には座

1



園樹や観賞用の樹木を叮噂に植栽すると さ よ り外は、あま り月( ら 

れなかつな。然し歐洲の林業界では或程度の費用のかさみを見込ん 

ても、是れがM用 せられてる 場合 も 見受 けられる のてあ る。

鉢附植栽の特徴は、根系の土を振り落さない處にあるのて, 、 確樹 

は大小各興の針附のはまに堀政、運搬せられる のである。是等の堀 

取又は植栽を輕便にするために最近では色 *異つた器具 も考案せ ら 

れて 居る。主なる 利益は植栽の確質性 に ある。若 し利樹を正 し く 堀 

取るならば、根は損傷も少く、又空氣や陽光に曝されて鬚根の損傷 

を.來す虞れがない。最も重要な と と は是等の稚樹は自然の狀態に植 

栽せられてることで、而も:稚樹に最も好適し•た土壊を其儘に持ち運 

ぶことてある。又此方法の欠熟は多くの場欠士壤を不勘持ち運ぶ乙 

ととなる のて述搬典を要する ことてある。て最近に於て も 此の鉢附 

の製念の下, 苗價や運搬、植栽の費用を減少する目的で種々考案 

されて居る。

1. 歴史的事費

Brikeettpflanzung に對する 古■い考案者は瑞典の Jerner, N. 氏て、 

氏は厚紙で容器を作 り、是れに山元に輸送するをで稚苗を生育せし 

めたのてある。容器は枯を防ぐなめに他和させて、植栽前に土壌 

と稚苗とが密に包装せられてる。厚紙容器の濕度を等しく するなめ 

に、容器の外側に孔をあけな。是は又植栽後容器の分解する前に根 

系の搬張を界易にするものでもある。

次で諾成の Makken, A. 氏によ り考案せられなものがある。氏は 

多年の鉢附植栽の經驗で、小 さ い土塊を作 り、又篠ﾡの もの とし 

て、是れにバラフ ィ ンを附けて固着せしめな。其後機械を創案して 

是れを低廉に造 り 出してる。此の機械には普通の好適な苗圃地の土 

壊を入れて、1-一*1の大さに土ﾡを作り、 2-3粒の種子を 

立體の一側面に播種 し、他はバラフ イ ンで固定するのてある。斯樣 

な練床を一時間 に 2,000個 を作 り 得たと報じてる。此の練床は針金 

の虎部を有するの中に流かれて、輸避に具へるのてあるが、直ち 

に植栽するか、又最も發芽し易い所に置いて、發芽後に便宜の時節 

を見計つて輸送し. 植されるのてある。

若し植栽すると a まて”氣候の狀態を好適に保て るときは. -年h 
いつでも植栽が出來るのである。これらは土地と券力の収態によ り 

自由てあ り、春秋でなければ一般に は植裁の困難な現在の苗岡養成 

曲の植栽と比較すると大いに便利である。發芽迄枠の中に濁 く とき 

は其後生育す る が. 乾燥期 には灌水等に も 至つて便利てあ る。

2. 練床養苗の二三の實例

(4) 床枠によ る練床養苗

株は木製又は亜係板を以て縦、横5em. 深さ 8em. の練味を得 

る様にし、破芽後は とれを解體して練床茶を得る樣にした。是れが 

なめに床件内に抑入する阿ﾡに5cm. 毎に測を作 り、十字に細合せ 

る様にな し、外壁は底部との間に蝶番を附して床枠の解體に便し、 

上部はﾡを以て、隣接の外壁 との組立、解體に便せしめ、又底部に 

は 各隔室毎 に排水孔 を 開 けな。

I和19年11月28H山土を用ひ、乾士 lOOgr に對 し、1grの割合て 

精を混じ。土壇を味ﾡに入れ、各隔室毎に 20 粒宛ク ロゾ〜 ッ、 

アカエッマッ 等 を挿種 しな結果、各様味には 5 -12本の確ﾡを得、

10年11月にﾡ味の位山出す る事を得た。山出當時に於ける苗木は 

次の如く であつな。



第 1 表

掛 稲 業設商 J 根 際 i補 1 山 長 楽 量ド

cin cm cm I 枚 gr
クロエゾィツ 30 3.35+0.0590.C612士0.C0116.68士0.15034.8士0.1440.0561 1.6

カンマッ 30 3.94+005000668+0001 9.37士0.15463.1 +0.159 0.0833 19

(v) 紙製ポット を利用せる練床

紙製ボッ ト として、古い官製端け を利用 し、是れ を 紙綴 器(ドas-

tener) て2ヶ所を封じ、N埼の型で部は折 返しし、練床 は 

(イ ) と 同様に作つた。此の紙製ポッ トは、商役4cI. 深さ 7cm. て、 

適源の山土 100gr. を入れて丁よかつな。

M和10年11月にトドマッ、 エゾマッ、 クッ、 ミッナラ等を播種し 

な。是等 を溫室に育成 して見た結果、クッ、ミ ゾナラの如合は其の 

年内に殺芽を開始し、翌年6月には第2表の様な成ﾡを示し、春底 

ちに山出する 乙 とが出來る樣な狀態で、L)年の春に播いた もの と大 

して遜色がない状態であつ:た。向ﾡの僅て持象す る のてあれば 

外て養成してﾡ芽間もないものをi［ちに山出することも、是等の種 

類に對しては、野鼠の被害を輕減し,且つ直根を損じない仲で勝る 

と 2ろがあ る。

第2表

樹 和

ミジナラ

供本 
武基

55

51

昭和0年イ播(ぷ地)M利i0年秋( 温室神床)
商 長|ﾡ際 徑 丨 量を 

cm cm
19.6 ±0.563 0.294士0.004 27

15.8+0.402 0.238土0.004 23

苗 長根際 i 徑 

Cm I CIn
14.1士0.425 0.332土0(07

15.6土0.524 0.223±0.005

以上の如合状態で、エブマッ、アカェゾマツ等の如合も、其の生 

長は可良である。これは練床內の養料を充分吸收利用し得る結果と 

考へられる。尙乙れを山出 して見る と 其後の生長は雨上に於ける も 

のに比適する處もあ り、一年生の確を其催て山出する可能が認め

られる。

又潤葉樹殊に大粒種子は屡々野•鼠等の被害を受くるため人工播種 

をi接林地に行人 こ と か危険てあ り、殺芽間 もなきもの を持つて行 

く 事は最も望を しい方て、此のためには本法を利川するときは年 

易に其の被害が防がれる。殊にミ ゾナラは間に播種して、一般樹 

種の樣に床科をさへ行ふ處もあるが、是は全く無意味である。殊に 

直根を根斷する時は囘復が困がで.將來の活力に大なる影響がある 

のであるから、床替は極力さけなければならない。又播種して秋に 

I出する場合ても履々根端を損じ勝てあるが、是れ らは從來 ミ ヅナ 

ラ の人工植栽が屈 々 不成都を示 した 一つ の原因でも ある。茲 に様味 

養によ るﾡ芽間 も ない も のの植栽 を推賞する所以てあ る。

3. 練床植栽の利害

(イ) 主なる 利県は次のﾡ項てあ る。

(1) 植栽の確實性が得られ、稚樹を正 し く 堀取る時は、ﾡの損 

傷も少く又空氣や陽光に映されて髮根の損傷を來す虞がない。

(2) 稚樹は自然の狀態に植栽せられ、而も稚樹に好適せる土壌 

を其儘に持ち運ぶことが出來る。

(3) 量も殺ﾡし易い所に量き微芽後、便宜の時節を見計つて輸 

送する乙とが出來る。即ち一年中いつでも植栽することが出來 

勞働力の狀態によ り 自 由てあ る。

(4) 小苗を早期に山出する こ とが出來る。

(5) 床替として髮根の發達を促す必要がない。

て・ ) 主なる 欠照は次の條項であ る。

(1) 多く の場合土壌 を不勘持ち運ぶ こと にな る ので運搬費を要 

する。

(2 ) ﾡ中に頼床が破城 し又は 乾固 する 恐れがあ る。

( 3 ) 小さい實生苗では林内の大形な草木や灌木との競合に對し
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相當困難な場合を伴ふ。

4 .結 び

以上Zれらの方法も種々改せられ、進步すべれで、向育林上の 

見地から見る と 比較的新しい操作であ り. 未だ實驗時代と も云ふべ 

合てあるが. 植栽技術の無から見て望ましく、 運搬には木の 

みの輸送 よ り 費用 を要する と 云ふ事 も、是も野外て行ひ、植栽地附 

近で行ふ乙とにより、その費用は或程度節約ぜられ得べ2もので、 

尙植栽地附近で是 を造 り 出すは、、山 に植栽 す る までの類似の環境 

て是 を養成 し 得 る と 云人利県 も ある。又植栽 のた めに一時 に多數の 

勞力を必要としない。即苗®I養成苗を植えるのと異り、地方的の經 

驗と不斷の勞力により、いっても植栽が出來る。

此の方法 は ポッ ・て養成 す る 觀念 を 押し進めて 行けば よい ので、、 

ポットが低廉に出來て. 而も一兩年で是が分解して、ボット自身が 

又植物の養料給源 と な る様に考人 る 時は一擧兩得であ る。殊に小規 

校の場合には フレー ムや温 を利用して、特殊道林、早期山 出計劇 

等に利用せ らるべきてあ り、ナラ、クルミ、クリ 類笠の大粒種子は 

元より、•一般の樹種に對しても考盧せられてよい。殊に發芽當時生 

物的因子によ り 多大の障害 を受 く る トドマツ、 ゾマッのﾡの人工 

播種造林の一便法と して も林地に も利用の 可能性があ り、又其の途 

上にありと考へられる。

(イ) 床枠によ ろ ミヅ 

ナラの練床養苗の一 

部

(n) 紙製ットにふ 

るミッナ ラﾡ床養苗 

の一部

(イ) 床枠によ るクロ 

エゾマツ、 アカエン 

マ ッﾡ養苗の一部

(u) 紙製ボッ トによ 

る ト ドッ神応委苗 

の一部

第 三 ll

(イ) パラフ イン によ

り 固定 せ られたトド 

マッの Brikett.

(ロ) 紙製* ッ ト の庶 

部えれ示す
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